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HOME > ふれあいコラム：在日フランス人アーティスト ピエール・ジルさん

 

芭蕉芭蕉芭蕉芭蕉のののの句句句句にににに魅魅魅魅せられたせられたせられたせられたフランスフランスフランスフランス人人人人、、、、そのそのそのそのコンサートコンサートコンサートコンサートはははは!?

日本の名だたるシャンソン歌手がステージを飾っていた「銀巴里」で活躍したただ一人

のフランス人、ピエール・ジルさんのコンサートが、6月28日赤坂区民センターで開催さ

れます。「フランス語で歌うコンテスト」の主宰、フランス語教師、写真家、書家、執筆家

など多彩な顔を持つピエールさんにお話を伺いました。

――日本日本日本日本にににに来来来来られたきっかけはられたきっかけはられたきっかけはられたきっかけは？？？？

日本に興味を持ったのは、中学生の時に知った松尾芭蕉の俳句です。「古池や蛙飛び

込む水の音」…五七五、たった3行の中にすべてが写しとられている、その頃から興味

があった写真に一番近いものを感じました。それから少しずつ日本について勉強をはじ

め、1980年に半年間、広島県の福山にフランス語教師として来日し、1982年に本格的に

再来日しました。教師の仕事だけでは食べていけなかったので、銀巴里のオーディショ

ンを受け、それ以来大きなステージやテレビなどにも出演するようになりました。

――歌歌歌歌、、、、写写写写真真真真、、、、書書書書などなどなどなど様様様様々々々々なななな芸術分野芸術分野芸術分野芸術分野でごでごでごでご活躍活躍活躍活躍のようですねのようですねのようですねのようですね

新聞で「3足のわらじをはくフランス人」と評されたことがあるのですが、今は3足では足り

ません（笑）。僕は人間と言語にとても興味があります。人間は言語を使って、コミュニケ

ーションをとったり、自分を表現していくんですね。僕も自分の知っていることや考えてい

ることを人に伝えていきたい。そのために教師として教えたり、歌ったり、詩や文章も書

けば、メロディも作ります。1日24時間しかないので、残念ながら最近写真はあまり撮れ

ないのですが、町春草先生（＝女流書家・故人）から教えていただいた日本の書は、今

も書き続けています。書は真っ白なものから生み出していくことができる、自分のアイデ

ィア一つで作品の形になるというところが面白いですね。

――主催主催主催主催されているされているされているされている「「「「フランスフランスフランスフランス語語語語でででで歌歌歌歌ううううコンテストコンテストコンテストコンテスト」」」」とはとはとはとは？？？？

僕は上智大学などでフランス語の歌を教えています。フランス語で歌うって結構難しくて

チャレンジ精神がいるんですが、習いに来る生徒さんがとても熱心なんです。僕が銀巴

 

■プロフィールプロフィールプロフィールプロフィール 

セネガル生まれ。1981 年ソルボン

ヌ大学日本語学科卒業。1983年～

1992年シャンソン喫茶「銀巴里」に

出演。ＮＨＫテレビ・ラジオのフラン

ス語講座、「笑っていいとも」などの

数々のテレビ出演でも知られる。著

書に写真集「瞬― 本文化の巨匠た

ち」「どうも、どうもありがとう」他 
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里でチャンスを与えられたように、フランスにもっと興味を持ってもらえるようなチャンス

を作りたいんです。2001年から始めて今年で8回目。第3回からはKissポート財団の特別

共催もいただいて、赤坂区民センターで開催しています。 

6月28日のコンサートには、このコンテストの優勝者も出演するんですよ。

――6月月月月28日日日日ののののコンサートコンサートコンサートコンサートはどんなはどんなはどんなはどんなコンサートコンサートコンサートコンサートですかですかですかですか？？？？

僕のオリジナルの曲をメインに、シャンソンだけでなく、ポップスからジャズ、日本の歌も

フランス語で歌います。他の歌手やバンドの方と全員で音を創りあげていくので、リハー

サルまでプログラムは決められないんですが、それもまた楽しみです。どうぞ聴きにいら

してください。
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